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編 集 後 記

まずは畑田達志会員には傘寿のお祝い、おめでとうございます。職業奉仕功労者表彰は、
救急救命士の渡邊康志さんに贈られました。日頃の救命救急活動やメディカルコントロー
ル体制の整備などのご努力に感謝いたします。『ロータリー理解月間によせて』では、日
頃の米谷方利会員のご努力とその報われない悔しさを伺うことが出来ました。新企画、
『わが社の世界一』では近藤基起会員により、まさにタイムリーに、はやぶさ２号の着陸
成功のニュースに合わせ、そのサンプリング機構の作成に関与したことの紹介や、アルミ
産業での様々な分野での最先端的活躍を紹介していただきました。次いで、礒村典秀会員
には『ＬＮＧと都市ガス』で、ＬＮＧと都市ガスの相違や、昔は石炭から都市ガスを作っ
ていたが、現在は都市ガスもＬＮＧを原材料としていることがわかりました。藤本毅会員
には、愛媛新聞社主催の『第９回えひめこども新聞グランプリ』で、『ピント賞』を受賞
された宮西小学校の鈴木菜々子さんの「ひとり親家庭の学習支援新聞」を紹介していただ
きました。
　会員の皆様下半期も、上期と同様に。引き続きご協力宜しくお願い申し上げます。
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救急と救命士とMCほか
新居浜市北消防署　署長　　渡 邊 康 志

先日は、思いがけ
ない表彰をしていた
だき誠にありがとう
ございました。光栄
な評価をいただいた
のは、良き上司、良
き部下、関係機関の

皆様の御理解と御協力に恵まれたことがあっての
ことと思います。本当にありがとうございます。
新居浜ロータリークラブの皆様には、長きに渡
り御活躍されておりますことに対し厚く感謝申し
上げますとともに敬意を表したいと思います。
私は昭和58年に消防に入署、その後、平成３年
救急救命士制度施行、同年に救急Ⅱ課程（標準課
程）を修了し、平成７年に救急救命士養成所へ、
同年10月に国家試験を受験、合格後、新居浜市３
人目の救急救命士となり、12月に1台目の高規格
救急車が導入され、救急救命士として活動を行う
ようになりました。
その後、救急救命士の救命処置の拡大が始まり
メディカルコントロール（以下「ＭＣ」という。）
の整備、強化をおこなわなければならないように
なりました。
ＭＣ体制とは、大きく言うと医療機関（医師）
が救急救命士等の行った応急処置等の質を保障す
る体制ということです。愛媛県でもＭＣの整備が
始まり、平成15年に愛媛県の体制整備のため県
MC体制整備検討委員会が、15年７月東予地域
MC協議会が設置されました。しかし、県からは
予算や運営についての補助はなく、内容説明のみ
でした。東予の事務局として、予算確保や体制強
化のために東予地域の消防長を委員とする検討会
を設置するように取り組んでいくようになり、16
年２月第１回東予地域MC推進検討会を開催する
ことができました。予算は、東予地域各消防機関
からの費用負担とし、また、市内の各２次医療機
関をはじめ、東予地域の多くの医療関係者の御理
解、御協力をいただき、活動、運営ができるよう
になりました。２年間、協議会の補助として推進
検討会が活動を行いました。その後、MC推進検
討会の活動成果に対して県から理解を得ることが
でき、18年３月に活動ができる新しい東予地域
MC協議会となりました。その後も、MC事務局と

して体制整備、強化を行い、現在のMC協議会の
基礎を構築した次第です。現在は救急救命士の救
命処置もより高度となり、気管挿管、アドレナリ
ンの投与、血糖値の測定、ブドウ糖溶液の投与、
心肺機能停止前の静脈路確保と輸液の実施と救命
に向けた医療行為が可能になりました。また、こ
のことにより、医療機関や各関係機関の皆様に、
顔をあわす機会が増え、救急隊員らが顔の見える
関係の構築ができたことは、本当に良かったと思
います。この関係が大規模災害時など、いざとい
う時に大きな財産となってくると思います。
次に、新居浜市の救急医療の現状についてです
が、人口減少する中、救急件数は右肩あがりに増
加しており、救急車の正しい利用を呼び掛けるの
ですがなかなか高齢化社会に向け難しいところが
ございます。一方で、医師不足等により受け入れ
が困難となり、広域搬送が多くなりつつあります。
また、住民の行政に対する要求の強まりや各種産
業の形態などにより夜間の救急が増加しているよ
うな気がします。
また、各事業所の皆さんに御協力、御理解をい
ただき設置されているAEDですが、緊急時、救急
車が到着するまでに早期の除細動により、救命す
ることができる機器です。除細動は早ければ早い
ほど救命効果があります。命を救うための医療機
器ですので使用期間が短期間となっています。
メーカーにより若干違いますが本体機器は保証期
間５年、耐用年数７年から８年、バッテリーは４
年、使い捨てパッドは１年半から２年８か月と
なっております。未使用でも経年劣化で取り換え
が必要になります。また、販売店、製造業者と、
保守点検契約を結ぶことができます。もし、AED
を設置されておりましたら適正な保守管理をお願
いしたいと思います。また、現在はスマートフォ
ンのアプリ（iPhone版）として「AEDQQ・
MAP」が提供されております。AEDの正確な情
報がマップ上に記載されますようにお願いしたい
と思います。よろしくお願いいたします。
最後になりますが、更なる消防行政への御理解、
御協力をお願いいたしますとともに新居浜ロータ
リークラブの益々の御発展と皆様の御活躍を心か
ら御祈念いたします。

【職業奉仕功労者表彰】
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ロータリー情報雑誌委員会
は　クラブ活動の中でもあま
り忙しくない委員会でなかな
か楽そうだなあと思っていま
した。例会の最後の時間が
余った時、「ロータリーの友」
誌の記事を紹介することと新

入会員インフォメーションが主な役目です。あま
り深く考えず簡単に考えていました。私のロータ
リー歴は26年目になりますので様々な委員会を経
験し幹事もしました。その場その時々は何とか役
目をこなしてきましたが、ロータリークラブの知
識や情報に関しては仕事が忙しくてほとんど関心
をもてない状況でした。仕事の合間や例会の時間、
委員会の時だけは集中して与えられた役職をこな
してきました。そのことがクラブへの奉仕活動に
つながっていると考えてきました。そして例会中
に、会員相互の日常あったことの情報交換をする
ことやゴルフ、家庭集会などで親睦を深めること
が自然とロータリーの精神に触れていると思って
います。
さて本年度、情報雑誌委員長を拝命しましたが、

大変残念なことに委員会メンバーで新居浜ロータ
リークラブの「生き字引」と呼ばれた伊藤雅治先
生が先日急逝されました。ロータリーのことをあ
れこれ質問したいこともありましたのに大変残念
です。亡くなられる１週間前の例会には出席され
ておられたのに悲報に接して驚くばかりでした。

心からご冥福をお祈り申し上げます。委員長とし
て残された半年は永田副委員長に助けてもらいな
がら頑張っていきたいと思います。
2018年７月、いざ始まってみると会員に報告
できるような情報や知識がほとんどないのと、こ
れまで「ロータリーの友」や「ガバナー月信」に
目を通す暇がなかったので情報発信準備なしの状
態でした。委員長になってからは例会の30分前か
ら当月出版の「ロータリーの友」をあたふたと開
いて比較的会員に提供しやすい文章を探します。
食事中もあれこれ考える例会時間になりました。
残念なことに、他のメンバーの発表報告などを聞
く余裕がなくなりました。出番がいつ来るか分か
らないので発表できる雑誌の情報がたまってしま
い、３か月前の雑誌を読み返したりしています。
これまでの情報雑誌委員長は結構大変だったとい
うことがよくわかりました。
１月はロータリー理解推進月間ということで内
部卓話の依頼がプログラム委員長からありまし
た。「ようこそロータリーへ、会員基盤向上セミ
ナー」という紹介ビデオが地区事務局にあったの
で使わせていただきました。浅学の私の話より
ずっとロータリーの理解が深まったと思います。
あと半年情報雑誌の提供をしていくわけです
が、なんとか責任を果たしていきたいと思います。
会員の皆さんには眠たくなる例会終盤の時間、こ
れからもごゆっくりお過ごしください。

ロータリー理解推進月間によせて
米 谷 方 利

わが社は、まだまだ発展途
上の中小企業であるため、独
自で世界一という誇れる事業
がありませんが、新居浜ロー
タリークラブへアピールがで
きる機会として精一杯、執筆
させていただきます。

わが社の事業を大きく分けると「機械工事」・「電
気製造」・「精密機械加工」・「スパッタリングター
ゲットの製造」・「新規事業開発」と５つの部門に
分かれております。その中から３部門をピックアッ
プしてご紹介させていただきます。

まず初めに、わが社の主力事業として「スパッ
タリングターゲットの製造」がございます。わが社
で製造しているアルミニウムスパッタリングター
ゲットは、住友化学様を介してではございますが、
国内シェア約75％・世界シェア約30％と、世界的
にもトップシェアでございます。これらの用途は
液晶テレビや半導体のICチップやメモリの配線材
料として使用されており、国内企業を含めてアジ
ア圏内の電気・半導体・液晶パネルメーカーへ製
品を供給しています。スパッタリングターゲット
材料はニュージーランドのアルミニウム精錬会社
から輸入した普通アルミニウム（99.9％）を、住

わが社の世界一
近 藤 基 起
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友化学様の愛媛工場で精製しております。高品位
のアルミは５N（99.999％）から６N（99.99999）
まで純度を高めることができ、スパッタリングター
ゲットはその中でも、高品位のアルミニウム材が
使用されております。一般的に、アルミニウムは
他の金属より柔らかい性質があることはご存知だ
とは思いますが、純度が高くなるにつれて更に柔
らかくなり、５Nまたは６Nレベルになると、指
先を押し付けて横にスライドさせるだけで細かい
傷がついてしまい不良の原因となります。その為、
特殊な切削加工技術も必要なのですが、品質を維
持するための生産管理体制が重要視されておりま
す。これまで様々な品質トラブルを経験し、解決
してきたことによりお客様からのご指導を受けて、
徐々に品質管理の手法や社員意識レベルが向上し、
現在の安定供給に繋がっております。
続きまして「精密機械加工」についてお話させ
ていただきます。皆様ご存知のように、小惑星探
査機「はやぶさ」・「はやぶさ２号機」は国内また
は世界的な視点から見ても、大変な偉業を成し遂
げようとしております。住友重機様はその宇宙プ
ロジェクトにも参画しており、実際に小惑星の岩
石または、粒子を回収するためのサンプル採集機
構の設計開発を担当されております。わが社はそ
の装置部品の約7割をブロック材料から削り出し住
友重機様へ納めております。他業界の部品と比較
した時の大きな違いは、とにかく「薄くて」「軽くて」
「複雑な」ことではないでしょうか、特に、溶接に
ついては不具合のリスクを高めるため、可能な限
り避けており、そのことが部品形状の複雑さをま
ねいております。加工材料についても非破壊検査
により合格されたものでないと、承認されないた
め失敗が許されません、テスト用材料と本番機用
材料と段階的に確認をしながら加工しております。
宇宙関連事業は一品一様で受注数量が少なく、わ
が社の売り上げに貢献しづらい立場にありますが、
技術力の向上、社員のモチベーション、企業価値
の向上を目的として、これからも精力的に携わら

せていただきたいと思っております。
次に、新規事業開発室のご紹介をさせていただ
きます。わが社は機械・電気・精密機械加工と総
合的なものづくりの技術を保有しているにも関わ
らず、企画段階から装置開発をすることができま
せんでした。そこで、2013年に新たに新規事業開
発室という部門を新設しております。そこで開発
した装置の一つである。乳化装置、「高圧無脈動ホ
モゲナイザー」は四国産業技術大賞の革新技術賞
の最優秀賞をいただております。その装置は吐出
量は少量ながら200Mpの水圧で水中の粒子を微細
化・分散させる装置であり、材料によってはサブ
ミクロン領域まで微細化することが可能です。開
発当時の目論見では、化学・塗料・化粧・医薬の
市場を狙って開発したものでございましたが、我々
が予期していない素材の解繊装置として認知度を
高めつつあります。それは「セルロースナノファ
イバー」英語表記の頭文字をとって「CNF」と呼
ばれている素材であり、鉄の5分の1の軽さで、鉄
の5倍の強度の特性をもち、更に植物繊維から採取
できるという、炭素繊維に変わる夢の次世代の素
材として注目を集めております。世界的に見ても、
まだ、研究段階であり目立った実用化はされてお
りませんが、製紙業界が紙の出荷量が減少してい
る環境の中で、パルプ材の次の用途として研究開
発に力を入れております。わが社の装置の強い分
散力および微細化力が、CNFの製造工程の最終解
繊に非常に適しており、その装置の扱いやすさか
ら、今後、更に評価が高まるのではないかと期待
しております。今後の課題といたしましては、研
究開発用の小型機または、生産機としての大容量
化を検討しており、特に、大容量化については数
社から要望されている状況でございます。
課題や問題点も山積しておりますが、これから
も愛媛のオンリーワン中小企業を目指して、努力
する所存でございますので、引き続きご指導ご鞭
撻のほどよろしくお願いいたします。

内部卓話を担当するにあた
り、テーマについて色々と考
えましたが、やはり長年取り
組んできた、ＬＮＧ（液化天
然ガス）と都市ガスについて
ご紹介することとしました。

①ＬＮＧ（液化天然ガス）について
ＬＮＧはLiquefied Natural Gasの略で、数千
メートルといった地中深く埋蔵されている天然ガ
スを、井戸を掘って取り出し不純物を取り除き
ながら、高圧圧縮状態で冷媒を使って液化したも
のです。プロパンやブタンなどを主成分とするＬ
ＰＧは自然界の温度で圧縮すれば容易に液化しま

LNGと都市ガス
礒 村 典 秀
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すが、天然ガスは圧縮するだけではなく、極低温
に冷却して液化させます。大気圧下では、約－
160℃という状態になり、特殊な貯蔵方法や低温
に耐えうるステンレス等の配管が必要となります。
天然ガスの90％以上がメタンで、その他にはエ

タン、プロパン、ブタン等が少量含まれています。
その特徴は燃焼排ガス中に占める二酸化炭素や窒
素酸化物、硫黄酸化物の排出量が、他の化石燃料
である石炭や石油と比較して少なく環境にやさし
いこと、体積当たりの発熱量が石炭や石油原料の
都市ガスと比較して数倍高く、ガス導管による輸
送の効率の高さから世界中で都市ガスとしての消
費量が増加してきました。
天然ガスは、石油と異なり、中東のほか、北米、

豪州、ロシア、東南アジアといった世界中の地域
に幅広く賦存し、様々な国で消費されていますが、
これらガス田からの輸送手段としては、高圧輸送
パイプラインによる売買取引が一般的です。しか
しながら日本を始め、韓国、台湾、ヨーロッパと
いった、資源が少なく天然ガス産地から離れてい
る国々では、海上輸送が可能なＬＮＧがヨーロッ
パで1965年頃、アジアの中では日本がいち早く、
1969年から普及してきました。
現在の日本においては、エネルギー消費量全体

の約25％がＬＮＧによる天然ガスで、発電用とし
てその約７割、都市ガスとしては約３割が消費さ
れています。

②都市ガスについて
都市ガス事業は、経済産業省所管のガス事業法

という法律に基づき定義されており、主には「ガ
スを導管によって供給する事業」としています。
四国には四国ガス一社ですが、全国には約200社
あり、これが戦後整理されてきた電気事業とは異
なり、民営、公営といった事業体も様々です。例
えば、関東地区の東京ガスからは20社以上のガス
会社にガスを輸送し、それぞれの会社が料金設定
や保安活動により事業運営しています。
さて、日本の都市ガス事業の始まりは、明治５

年に遡りますが、これは英国から遅れること60年
以上と言われています。当時は石炭を蒸し焼きに

すると発生した、メタン、水素、一酸化炭素等を
含むガスを供給していました。
日本で都市ガス事業が始まる明治時代の初期、
アメリカやドイツがその利権を明治政府に働きか
けていたようですが、その時、横浜市高島町の名
前の由来にもなった、高島嘉右衛門という方が「こ
のような重要な事業を外国に渡すべきではない」
と言って、私財をなげうって都市ガス事業を始め
たとのことです。最初は、横浜市関内にある馬車
道に十数基のガス燈をともしたのが始まりです。
当時は熱ではなく、灯として利用されていました
が、日本で最初のガス器具として、ガス釜が売り
出され(1902年特許)、熱としての利用が始まり、
その後は、お風呂、暖房、給湯等、様々な用途で
利用され始めました。現在に至っては、燃料電池
等、一般家庭で発電用にも活用されています。
ここで東京ガスの例に、都市ガス供給の仕組み
をご紹介します。まずＬＮＧを海外から輸入し、
それを一旦ＬＮＧタンクに受け入れます。通関
後、ＬＮＧタンク内に設置されている専用ポンプ
で圧力２MPa程度に液体のまま昇圧、必要に応じ
て２段目のポンプでさらに７MPa以上まで昇圧し
ます。そしてＬＮＧ配管を通じながら、海水を熱
源とするＬＮＧ気化器で海水温度まで上昇・ガス
化させ、必要に応じＬＰＧを添加して熱量を微調
整（天然ですので産地によってガスの成分が異な
ります）、付臭剤と呼ばれる独特のガス臭を添加
して、都市ガスとして製品が完成します。化学プ
ラントと比較して、物理変化のみで大変シンプル
なプロセスと思います。その後ガス導管を通じて、
７MPaの高圧で、およそ数百キロという長距離輸
送をしつつ、主に産業用の大口需要家へ１MPa以
下の中圧に減圧して供給、さらに0.0025MPa程
度の低圧に減圧して一般家庭や業務用の需要家へ
ガスを供給しています。このような仕組みで首都
圏を中心に1,000万件以上の需要家へ一年365日
絶え間なく、供給し続けています。安心、安全、
信頼のもと、このようなインフラによるエネル
ギー供給によって、地域社会の発展に貢献するこ
とが都市ガスの使命と考えています。
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提供・愛媛新聞社

第9回えひめこども新聞グランプリ
（愛媛県・愛媛県教育委員会・愛媛県教育研究協議会・愛媛新聞社主催）

　　　　　　「ピント賞」受賞 （作者）新居浜市立宮西小学校　４年
鈴木 菜々子さん

このたびは傘寿の御祝いあ
りがとうございました。
私は昭和15年７月23日生
まれで昨年の７月に満78歳
になった後、５ヶ月ほどで新
年を迎え、早々と傘寿の御祝
いをいただきました。しかし

今は満78歳です。今のところ実感が沸きません。
私は色々な菓子作りが好きなものですから、ま
だまだ作りたいものがたくさんあります。歳のこ

とは忘れて頑張りたいと思っています。今後とも
どうぞよろしくお願い致します。
新居浜ロータリーには、昭和57年12月２日の
入会です。それ以来、大変長きに渡りましてロー
タリーの皆様には色々なことを教えられ、助けら
れ、その上親しくお付き合いをいただいたことに
誠に感謝申し上げます。
今後とも末永いご指導、ご鞭撻をいただきます
ようお願いをいたしまして傘寿のお礼とさせてい
ただきます。ありがとうございました。

傘寿のお祝いをいただいて
畑 田 達 志
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開　会� 中山会長
来客紹介� 小森親睦委員
　ゲスト　なし
　来訪ロータリアン　　� 清岡豊様（安芸RC）
結婚記念祝（１月）
　米谷　方利君   ２日
出席報告� 明星出席委員長
定例理事会報告� 中山会長

幹事報告（ホームページに掲載）� 小野（雄）幹事
委嘱状授与（安藤賢一会員・高橋英吉会員）� 中山会長
各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 副SAA
内部卓話（情報雑誌）「ロータリー理解推進月間によせて」
� 米谷情報雑誌委員長
閉　会� 中山会長

Ｈ31. １.17（第3224回）

（敬称略）

Ｈ31. １.10（第3223回）　
開　会� 中山会長
来客紹介� 金山親睦委員
　ゲスト� 米山奨学生　孫源晙様
　来訪ロータリアン　なし 
誕生祝（１月）
　新谷　隆則君   2日　　神野　直正君   8日
　米谷　方利君  12日　　秋月　伸治君  13日
　青野　　正君  21日　　神野　勝太君  22日
　金山　貴博君  23日
年寿祝�
　傘寿　畑田　達志君（S15. 7.23）

　喜寿　村上　　徹君（S18. 3.30）
　古希　井石安比古君（S25. 3.20）
　　　　中山　恵二君（S25. 4.12）
　　　　横川　明英君（S25. 8.11）
出席報告� 明星出席委員長
幹事報告（ホームページに掲載）� 小野（雄）幹事
委嘱状授与（地区委員）伊東会員� 中山会長
ニコニコ報告� 副SAA
会長年頭所感� 中山会長
情報雑誌� 米谷情報雑誌委員長
閉　会� 中山会長

Ｈ31. １.24（第3225回）　
開　会� 中山会長
来客紹介� 山本親睦委員
　ゲスト　なし�
　来訪ロータリアン　なし
出席報告� 明星出席委員長
幹事報告（ホームページに掲載）� 小野（雄）幹事

各委員会の連絡事項
委嘱状授与（増田会員）� 中山会長
ニコニコ報告� 副SAA
内部卓話（新入会員）「LNGと都市ガス」� 礒村会員
閉　会� 中山会長

Ｈ31. １.31（第3226回）　
開　会� 中山会長
来客紹介� 山内親睦副委員長
　ゲスト　�新居浜市北消防署　署　長　渡邊康志様
� 新居浜市北消防署　消防課　木村鷹也様
　来訪ロータリアン　なし
出席報告� 明星出席委員長

幹事報告（ホームページに掲載）� 小野（雄）幹事
各委員会の連絡事項
ニコニコ報告� 副SAA
予算中間報告� 伊東会計
職業奉仕功労者表彰�
　　紹　　介� 増田職業奉仕委員長
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桑原　征一　�旧年中は大変お世話になりました。
本年も宜しくお願い申し上げます。
残り６ヶ月となりました。

横川　明英　�今年も中山会長の挨拶が健在で楽し
みです。年末年始の話「三度目の正
直」餅も笑って飛び出します。

伊東　省司　�財務委員を仰せつかりました。責任
を持って、しっかり務めさせて頂き
ます。

日野　英典　�あけましておめでとうございます。
日野功洋画展、おかげをもちまして
無事に開催されております。ありが
とうございます。ちなみにあかがね
ミュージアムにて１月20日までと
なっております。

畑田　達志　�ありがとうございます。皆様に助け
られて元気に過ごしております。
早々に傘寿祝い、嬉しくもあり、嬉
しくもなし…今年の初ロータリー！
今後共よろしくお願いいたします。

村上　　徹　�３月30日で76才となります。喜寿
のお祝いありがとうございました。
これからは生かされていることに感
謝し、一日一日を元気で楽しく過ご

してまいります。
井石安比古　�古希の御祝ありがとうございます。
中山　恵二　�来年で満70才の古希となります。肩

関節と股関節がコキコキと云ってお
ります。70からの人生もエンジョイ
したいと思います。

横川　明英　�未知の世界へ突入。嫁入り前夜の心
境ですが、改元もあり、70才代をこ
よなく過ごしたいです。

青野　　正　�誕生祝
秋月　伸治　�誕生祝ありがとうございました。ま

だまだ頑張ります。
神野　勝太　�後期高齢者の仲間入りをしました。

皆様よろしくお願いします。
金山　貴博　�今月で56歳になります。元旦の初詣

のおみくじは「中吉」。出産は「安し」
でした。

新谷　隆則　�61才になりました。雇用延長でまだ
頑張ります。

米谷　方利　�１月２日、結婚記念の花をありがと
うございました。１月12日で67才
になります。孫５人です。りっぱな
じじいですね！

■ １月10日 ………………………………………………………………………………………… ●

（敬称略）

　　表彰状贈呈� 中山会長
　　受賞者挨拶・卓話「救急と救命とMC他」
� 渡邊康志様

　　謝　　辞� 中山会長
閉　会� 中山会長

米谷　方利　�本日、情報雑誌委員の内部卓話です。
頑張ります。

村上　　徹��　ゴメンナサイ（バッチ忘れ）

■ １月17日 ………………………………………………………………………………………… ●

嶋田　祐二　�四国電力山本所長様、ヤクルトへPR
効果最高です。ありがとうございま
した。電気をたくさん使います。

日野　英典　�1/20をもって日野功洋画展を無事盛
況のうちに終えることができまし

た。ありがとうございました。
礒村　典秀　�本日、内部卓話を担当します。よろ

しくお願いいたします。
丹　　一志、青野　　正、高橋　正明��（その他）

■ １月24日 ………………………………………………………………………………………… ●
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ニコニコ寄付金2018 ー 19 年度

１月 合計 23 件  78,000 円       累 計 339 件  1,273,000 円

増田　　忍　�職業奉仕功労者表彰 渡邊様、木村様、
よろしくお願いします。

東田　桂典　�渡邊康志さん、表彰おめでとうござ
います。今後ますますのご活躍を期
待して居ります。

伊東　省司　�会計の中間決算報告をさせて頂きま
す。皆様のお陰で順調にいってます。
残り半年よろしくお願いします。

高橋　英吉��（その他）

■ １月31日 ………………………………………………………………………………………… ●

PHD箱寄付金報告（インターアクト委員会）
　	 １月合計額	 5,654円　
	 2018‐19年度累計額	 38,747円　

	 昭和57年５月13日スタート以降の累計額	 1,693,197円

おのおのの物そして心の両面の10％をささげ、
世界に平和と健康をつくりだす人を−−。

PEACE･HEALTH  &  HUMAN  DEVELOPMENT

	 ６月末	 62名

	 ７月末	 65名

	 ８月末	 67名

	 ９月末	 67名

	 10月末	 67名

	 11月末	 67名

	 12月末	 66名

	 １月末	 66名

正 会 員 数

2018ー19年度の入退会者
入　　会 退　　会 紹 介 者事 業 所 名月／日

7/5	 小森　　誠　　　 	 住友生命保険（相）新居浜支社	 西本　　健

7/5	 山本　和宏　　　 	 	 井石安比古

7/26	 礒村　典秀　　　 	 新居浜LNG(株)	 丹　　一志

8/2	 大和田　洋　　　 	 住友重機械工業(株) 愛媛製造所	 秋月　伸治

8/30	 吉田　達哉　　　 	 (株)よしだ	 青野　　正

12/17	 　　　伊藤　雅治	 愛媛労災病院 東城看護専門学校	 大石　省三

	 計	 ５名	 1名

四国電力(株) 愛媛支店
営業部 新居浜営業所
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新居浜ロータリークラブ　会報委員長　井 石 安 比 古
東田印刷株式会社

例会場　　リーガロイヤルホテル新居浜　　　　例会日 （木曜日）12:45～13:45
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会　長　　中 山 恵 二 　　　　　　　　　幹　事 　　小 野 雄 史

● 発行所
● 印刷所

国際ロータリーテーマ

《 ’18 - ’19 》
BE THE INSPIRATION.
　　インスピレーションになろう

クラ ブ 基 本 方 針

《 ’18 - ’19 》
ロータリアンの良さを再認識して共有しよう！

2

編 集 後 記

まずは畑田達志会員には傘寿のお祝い、おめでとうございます。職業奉仕功労者表彰は、
救急救命士の渡邊康志さんに贈られました。日頃の救命救急活動やメディカルコントロー
ル体制の整備などのご努力に感謝いたします。『ロータリー理解月間によせて』では、日
頃の米谷方利会員のご努力とその報われない悔しさを伺うことが出来ました。新企画、
『わが社の世界一』では近藤基起会員により、まさにタイムリーに、はやぶさ２号の着陸
成功のニュースに合わせ、そのサンプリング機構の作成に関与したことの紹介や、アルミ
産業での様々な分野での最先端的活躍を紹介していただきました。次いで、礒村典秀会員
には『ＬＮＧと都市ガス』で、ＬＮＧと都市ガスの相違や、昔は石炭から都市ガスを作っ
ていたが、現在は都市ガスもＬＮＧを原材料としていることがわかりました。藤本毅会員
には、愛媛新聞社主催の『第９回えひめこども新聞グランプリ』で、『ピント賞』を受賞
された宮西小学校の鈴木菜々子さんの「ひとり親家庭の学習支援新聞」を紹介していただ
きました。
　会員の皆様下半期も、上期と同様に。引き続きご協力宜しくお願い申し上げます。


